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作成日 2017 年 2 月  1 日 

改訂日 2021 年 9 月 13 日 

安全データシート（SDS） 

（safety data sheet） 

 

１．製品および会社情報 

製品の名称 アット・ユーマ 

会社名 株式会社 HALVO技術研究所 

住所 東京都中央区日本橋堀留町一丁目 2番 10号日本橋堀留町ファースト 2F 

電話番号 03-5846-9832 

FAX 番号 03-5846-9833 

メールアドレス message@halvo.jp 

推奨用途 廃液固化処理 

 

２．危険有害性の要約 

ＧＨＳ分類 

 物理化学的危険性  該当しない 

健康に対する有害性  特定標的臓器・全身毒性（反復ばく露） 区分１（呼吸器、免疫系、腎臓） 

                         特定標的臓器・全身毒性（単回ばく露） 区分 3（気道刺激性） 

 環境に対する有害性 分類できない 

 

ＧＨＳラベル要素 

 

 

注意喚起語  危険 

危険有害性情報  呼吸器系の障害 

長期または反復ばく露による呼吸器、免疫系、腎臓の障害 

 注意書き    【安全対策】 

全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。 

   粉塵を吸入しないこと。 

   取扱い後はよく手を洗うこと。 

   防塵マスク、防塵眼鏡、保護手袋を着用すること。 

     【応急措置】 

   飲み込んだ場合：水で口の中をよく洗浄すること。 

   吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。コンタクトレンズを着用していて 

容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。 

   気分が悪い時は、医師の診断、手当を受けること。 

   皮膚刺激があれば、医師の診断、手当を受けること。 

     【保管】 

   吸湿を防ぎ、密閉容器に保管すること。 

     【廃棄】 

   内容物や容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に業務委託して 

   廃棄すること。 
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３．組成および成分情報 

 単一製品・混合物の区別   混合物 

 化学名又は一般名   シラス混合物 

物質名称 化学式 CAS 番号 含有率(%) 化審法 安衛法 

ポリアクリル酸ナトリウム (C3H3NaO2)n 9003-04-7    60   

二酸化ケイ素 SiO2 7631-86-9 24.2 (1)-548 57・312 

酸化アルミニウム Al2O3 1344-28-1 3.9 (1)-23 189 

酸化ナトリウム Na2O 1313-59-3 4.1 (1)-495  

酸化カリウム K2O 12136-45-7 0.2 (9)-2423  

酸化鉄 Fe2O3 1309-37-1 1.5 (1)-357  

酸化カルシウム CaO 1305-78-8 3.4 (1)-189  

酸化マグネシウム MgO 1309-48-4 0.11 (1)-465  

その他   2.59   

 不純物及び安定化添加物    

本品は結晶質シリカを含有する可能性がある。 

本品における成分は便宜上酸化物及び炭酸塩表記としているが、実際には純物質以外にも、

長石などのケイ酸塩、アルミン酸塩、種々の分類できない化合物として含有する。 

 

４．応急措置 

 眼に入った場合       ：ただちに充分な水で洗眼する。コンタクトレンズを着用していて容易に外せる 

場合は外すこと。違和感のある場合は眼科医の診断を受けること 

 皮膚に付着した場合      ：充分な水で水洗いしてください 

 吸入した場合        ：ただちに新鮮な空気の場所に移し、必要に応じて医師の診断を受けてください 

 飲み込んだ場合       ：口をすすぎ洗浄する。粉末を多量に飲み込んでしまった場合はただちに医師の 

診断を受けてください 

 予想される急性症状及び避発性症状： 

   急性 

     目         ：直接接触すると、一時的な赤眼現象や不快感を生じる場合がある 

     皮膚        ：一回の短時間の暴露では、重大な刺激が無いと推定される 

     吸入        ：一回の短時間の暴露では、重大な影響は無いと推定される 

     飲み込み      ：通常の使用においては、摂取による毒性は低い 

   慢性 

     皮膚        ：影響は分かっていない 

     吸入        ：影響は分かっていない 

     飲み込み      ：繰り返し経口摂取したり、多量に飲み込んだ場合は、体内に損傷を与える場合が

ある 

 その他の健康影響情報    ：影響は分かっていない 

 重要な徴候及び症状     ：通常の使用では重大な有害影響はない 

  

応急措置をする者の保護：防じん保護マスクが必要である。適切な保護具を使用すること。最低限 

安全メガネは必要である。食事時及び勤務交代時に手を洗うこと 

 医者に対する特別注意事項  ：症状に応じて処置すること。さらに詳細な情報が必要な場合は、弊社まで連絡く

ださい 

 付記             ：1 製品の試験データに基づく 2 類似製品の試験データに基づく 
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５．火災時の措置 

 消火剤           ：本品自体は燃焼しない。大規模な火災には、粉末消火剤が有効である。小規模な

火災には、二酸化炭素（CO2）、粉末消火剤が有効である。炎に照らされた容器

を冷却するために水が使用可能である 

 使ってはならない消火剤   ：水スプレー等は滑りやすくなるため、使用を控えること 

 火災時の特有の危険有害性  ：特になし 

 特有の消火方法       ：その地域の緊急計画に従い、速やかに避難し人を近付けないこと。炎に照らされ

た容器を冷却するために水スプレーを使用すること 

消火を行う者の保護      ：化学物質を含む大規模な火災を消火する際には、自給式呼吸装置付き 

耐熱性保護衣服を着用すること 

 

６．漏出時の措置 

 人体に対する注意事項、保護 

 具及び緊急措置       ：こぼれた物質を全部容器内に掃き入れる。適切な保護具を着用し、粉塵の眼、皮

膚への接触、吸入を避ける。 

 環境に対する注意事項    ：砂や土等、適宜使用し、下水溝、水路、川などに流れ込まないようにすること 

 回収、中和/封じ込め及び浄化 

 の方法・機材        ：漏拽地区を隔離するか、人を避難させるかは、その地域の緊急計画に従って決定

すること。製品安全データシート上に記載されている個人用推奨保護具の全てを

参照すること。もし、掃き取ることができるなら、適切な容器に回収し保管する

こと。吸引機等を使用して除去すること。床にこぼれた場合、水と接触すると少

量であっても水分を吸収して滑り事故を引き起こすことがあるため、吸引機等に

よる適切な方法で除去すること。本品の放出や破棄は法律や規則の対象になる可

能性がある。また同様に洗浄に使った道具類もその対象になりうる。どの法律や

規則が適用されるかを判断する必要がある。 

 

７．取扱いおよび保管上の注意 

取扱い    粉塵を吸入したり、眼、皮膚および衣類に触れないよう注意し、防塵マスク、防塵眼鏡、保 

護手袋、適切な作業衣を着用する。 

使用後は容器を密閉する。取り扱った後は、手、顔を洗浄する。  

 保管      吸湿すると失活するため湿度を避け、また直射日光を避け、屋内の室温で保管し、使用後は 

密閉して貯蔵する。 
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８．暴露防止および保護措置 

 管理濃度 （労働安全衛生基法第 65 条の規定に基づく作業環境評価基準） 

粉塵の管理濃度(mg/m3)  E = 3.0 / (1.19 × Q + 1)  

尚 Q : 当該粉塵中の遊離けい酸の含有率(%) 

 

 許容濃度 （日本産業衛生学会 許容濃度等の勧告 2016 年度） 

第一種粉塵 総粉塵 2 mg/m3    

 吸引性粉塵 0.5 mg/m3 

吸入性結晶質シリカ   0.03 mg/m3    

 

設備対策 粉塵則に従い局部排気装置、除塵器を設置する。  

呼吸器の保護具 防塵マスクを着用する。  

 （特別個人用保護具：P2 有害粒子用フィルター付マスク）  

手の保護具 保護手袋を着用する。  

目の保護具 防塵眼鏡を着用する。  

皮膚及び身体の保護具 皮膚の露出しない長袖作業衣を着用する。  

 

 

９．物理的および化学的性質 

 物理的状態   灰色 粉末 

 pH    0.1%液 中性（約 7.2） 

 密度    0.95 g/cm3 (かさ密度) 

 溶媒に対する溶解性  有機溶剤に不溶。水分を吸収し膨張する。 

 

１０．安定性および反応性  

 安定性           ：安定である 

 危険有害反応可能性     ：危険な重合は起こらない 

 避けるべき条件       ：湿気、水濡れ 

 避けるべき材料       ：水分 

 危険有害な分解生威物    ：非該当 

 

１１．有害性情報      

 急性毒性 

  経口    分類できない 

  経皮    分類できない 

  吸入：ガス   分類対象外 

  吸入：蒸気   分類対象外 

  吸入：粉塵及びミスト  分類できない 

  皮膚腐食性及び皮膚刺激性 分類できない 

  眼に対する重篤な損傷性又は眼刺激性 

    分類できない 

  呼吸器感作性   分類できない 

  皮膚感作性   分類できない 

  生殖細胞変異原性  区分外 
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  発がん性   区分 1A 

本物質は結晶質シリカを混合物組成比として発がん性区分 1 のカットオフ値

(0.1%)を超えて含有する可能性があることから、区分 1A とした。 

なお、結晶質シリカの微細な粉塵について、IARC は 1997 年に呼吸器に対して

発がん性をもつもの（レベル 1）と評価しているが、厚生労働省にて、「じん肺

病変を介さない結晶質シリカそのものの発がん性を示す知見は得られず、結晶質

シリカの発がん性を明確には認めがたい」との提言がなされた。（2002 年「肺が

んを併発するじん肺の健康管理等に関する検討会」） 

  生殖毒性   分類できない 

  特定標的臓器毒性(単回暴露) 分類できない 

  特定標的臓器毒性(反復暴露) 区分 1（呼吸器、免疫系、腎臓） 

結晶質シリカについて、珪肺症が報告されている。珪藻土に暴露された労働

者でじん肺症の報告がある。粗製の珪藻土あるいは天然の粉に 20～25 年間暴

露された労働者の研究では、肺の線維症を起こすのはまれであり、あったと

しても症状のみで明らかな障害は見られていない。 

  特定標的臓器・全身毒性 

   （単回ばく露）         上気道刺激性（ICSC (2000))の記載より、区分３（気道刺激性）に分類した。 

                  呼吸器への刺激のおそれ（区分 3） 

  特定標的臓器・全身毒性 

   （反復ばく露）         酸化アルミニウムの職業暴露により、肺に腺維症が認められた（EHC(1999)） 

                  との記載より、区分１に分類した。 

長期又は反復ばく露による吸入・肺の障害（区分 1） 

  吸引性呼吸器有害性        情報がないため分類できない。 

 

１２．環境影響情報     

生体影響についてはデータなし 

 

１３．廃棄上の注意  

事業者が使用後の本品を廃棄する場合、都道府県の許可を得た産業廃棄物処理業者に処

理を委託すること。（使用後の本品がいかなる産業廃棄物に分類されるかは、当該事務

所の所在地である都道府県ごとに解釈されている。） 

 

１４．輸送上の注意    

 国内規制（適用法令）           

  陸上規制         ：特段の規制なし 

  海上規制         ：特段の規制なし 

  航空規制         ：特段の規制なし 

 国連番号          ：非該当 

 国連分類          ：非該当 

 海洋汚染物質        ：非該当 

 特別の安全対策       ：輸送に際しては、直射日光を避け、容器の破損、腐食、漏れのないように 

積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。食品や飼料と一緒に輸送してはならない。 

重量物を上積みにしない。 
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国連分類  該当しない 

国連番号  該当しない 

国内規制 

 海上規制情報  非危険物 

 航空規制情報  非危険物 

 陸上規制情報  消防法、道路法に従う 

特別の安全対策  輸送に関しては、直射日光を避け、水濡れ、荷崩れがないよう丁寧に取り扱う。 

 

１５．適用法令 

 労働安全衛生法       ：名称等を通知すべき有害物 

                （法第 57 条の 2、施行令第 18 条の 2 別表第 9「二酸化ケイ素」） 

                （政令番号 第 312 号「シリカ」） 

                （政令番号 第 189 号「酸化アルミニウム」、対象重量％は≧１別表第 9）   

                 

 毒物及び劇物取締法     ：非該当 

 消防法           ：非該当 

 化学物質管理促進法（PRTR 法）：非該当 

 船舶安全法         ：非該当 

 航空法           ：非該当 

 海洋汚染防止法       ：非該当 

   

 参考文献 

  化学物質管理促進法 PRTR・MSDS 対象物質全データ  化学工業日報社 

  労働安全衛生法 MSDS 対象物質全データ         化学工業日報社（2007） 

  化学物質の危険・有害便覧              中央労働災害防止協会編 

  化学大辞典                     共同出版 

  安衛法化学物質                   化学工業日報社 

  産業中毒便覧（増補版）               医歯薬出版 

  化学物質安全性データブック             オーム社 

  公害と毒・危険物（総論編、無機編、有機編）     三共出版 

  化学物質の危険・有害性便覧             労働省安全衛生部監修 

  Registry of Toxic Effects of Chemical Substances NIOSH CD－ROM 

  GHS 分類結果データベース   nite（独立行政法人 製品評価技術基盤機構）  HP 

  GHS モデル MSDS 情報     中央労働災害防止協会 安全衛生情報センター HP 

この安全性データに記載されている情報は、現地点（発行時）における弊社の知る限りの知識と情報です。 

本データは、ガイドラインを示すもので保証を意味したり、また製品規格を意味するものではありません。 

本データは、記載されている製品のみに該当するものであり、他の製品と混ぜて使用される場合は有効では 

ありません。 

 

１６．その他の情報    引用規格 JIS Z 7253（2012） 


